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【令和２(2020)年度 研究進捗評価結果】 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が

見込まれる 

 Ａ－ 

当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見

込まれるが、一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要であ

る 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費

の減額又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

本研究は、配向基を導入した反応基質を設計し、これに遷移金属触媒を作用させること

により、炭素−水素結合や炭素−フッ素結合などの、通常であれば不活性な化学結合を活性

化すること、そしてそれを起点とする、触媒的に有機分子を変換する反応の開発を目指し

たものである。これまでの研究で、種々の系について、興味ある基礎的知見が蓄積されて

いる。今後、多くの事例を総合し、理論化学者との共同研究も含め、配向基の構造の違い

による活性化機構の変化などをもとに、「不活性結合の活性化」の本質に迫り、そこから

一般的原理や触媒開発の指針などが導き出されるよう期待する。 

 


